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長さと速さ・２ 

 

 ある鉄道模型では，列車の一両の長さが１０㎝で，車両をつないで線路の上を走らせることができます。

列車の速さは，１両編成のときは毎秒１２㎝，２両編成のときは毎秒６㎝，３両編成のときは毎秒４㎝，…

というように，車両の数が増えるにつれて遅くなっていき，□両編成で秒速○㎝のときに□×○＝１２にな

ります。この模型について，以下の問いに答えなさい。ただし，車両と車両の連結部分の長さは考えません。 

 

（１）列車が電信柱の前を通過するのに７.５秒かかりました。この列車は何両編成ですか。 

 

（２）下の図のように，向かいあって走っている列車ＡとＢの最後尾が３６０㎝離れた状態から，３１秒後

に列車ＡとＢはすれ違い始め，その５秒後にすれ違い終わりました。列車Ａは何両編成ですか。ただし，

列車Ａの方が列車Ｂよりも短いものとします。 

 

 

 

 

（３）向かいあって走っている列車ＡとＢがすれ違い始めてからすれ違い終わるまでに，１６
２

３
秒かかりま

した。列車Ａは何両編成ですか。考えられるものをすべて答えなさい。ただし，列車Ａの方が列車Ｂよりも

短いものとします。 
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長さと速さ・２ （１）３両編成 （２）２両編成 （３）１両編成，２両編成，４両編成 

 

（１）列車を□両編成とすると，列車の長さは（□×１０）㎝，速さは毎秒
１２

□
㎝です。 

  
１２

□
×７.５＝□×１０より，

９０

□
＝□×１０，

９

□
＝□，９＝□×□となるので，□＝３となって 

３両編成です。 

 

（２）下の図のように列車ＡとＢは３１＋５＝３６（秒）で３６０㎝進むので，速さの和は 

３６０÷３６＝１０より，毎秒１０㎝です。よって，長さの和は１０×５＝５０（㎝）です。一両の長

さが１０㎝であることから，Ａを□両編成，Ｂを△両編成とすると，□＋△＝５０÷１０＝５です。 

 

 

 

 

  よって，（□，△）＝（１，４），（２，３）のいずれかです。 

（□，△）＝（１，４）のとき，列車Ａの速さは，
１２

１
＝１２より毎秒１２㎝，列車Ｂの速さは，

１２

４

＝３より毎秒３㎝なので，速さの和は１２＋３＝１５より毎秒１５ｍとなって条件にあいません。 

（□，△）＝（２，３）のとき，列車Ａの速さは，
１２

２
＝６より毎秒６㎝，列車Ｂの速さは，

１２

３
＝

４より毎秒４㎝なので，速さの和は６＋４＝１０より毎秒１０ｍとなって条件を満たします。 

よって，列車Ａは２両編成です。 

 

（３）列車Ａを□両編成，Ｂを△両編成とすると，（□＋△）×１０＝（
１２

□
＋

１２

△
）×１６

２

３
です。 

  （□＋△）×１０＝（
１

□
＋

１

△
）×２００より，□＋△＝（

１

□
＋

１

△
）×２０，□＋△＝

△＋□

□×△
×２０と

なるので，式の両辺を（□＋△）で割って，１＝
２０

□×△
，□×△＝２０です。 

よって，（□，△）＝（１，２０），（２，１０），（４，５）となって，列車Ａは１両編成，２両編成，

４両編成です。 
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